
フェアトレード講座2023

ってなに？

主催：公益財団法人愛知県国際交流協会

共催：名古屋外国語大学 世界共生学部、学生ボランティアサークルLinkS

みなさんおなじみのコーヒー豆は、コーヒーの実（コーヒーチェ

リー）の種子にあたるもの。コーヒー豆を取り出す時に種子の

周りにある果皮「カスカラ」は大量に破棄され、その処理が課題

となっています。

これをお茶として開発したものが「カスカラティー」です。

コーヒーのような苦みがなく、甘みと果実の香りを楽しめます。

今回の講座では、フェアトレード大学に認定された静岡文化芸術大学の、

「カスから生まれるプロジェクト」に携わった方々をお招きし、フェアトレードの

基本から「カスカラティー」開発に至る活動の内容まで幅広くお聞きしちゃいます！

～国内初のフェアトレード大学
が作るカスカラティー～

「カスカラティー」

日本語でカス？カラ？

いいえ、ちがいます。

Cáscaraはスペイン語で、

皮(かわ)・殻(から)

という意味です♪

飲んでみませんか？
～カスカラティー試飲できます～

開催日程 2023年7月8日(土)

13:00～16:00

会 場 名古屋外国語大学
名駅キャンパス
(名古屋市西区則武新町3-1-17)

定 員 約30名
※申し込み多数の場合は抽選

参加費用 無料

教 室 6階 小教室 ME03

対 象 大学生



プログラム
日 時 内 容 担 当

13:00～13:45
アイスブレイク「チョコやコーヒーだけじゃない！
フェアトレードの世界」 静岡文化芸術大学

文化政策学部 国際文化学科
武田淳 准教授

フェアトレード学生団体
「りとるあーす」

13:45～14:15
活動紹介＆カスカラティー試飲
「カスから生まれるプロジェクトについて」

14:15～14:30 休憩15分

14:30～16:00

ワークショップ＆意見交換
・現代における「フェア」とは？
―フェアトレードの「かかわり方」の多様性

・フェアトレードの大学とは？

※講座は諸事情により中止・変更となる可能性がございますので、ご了承ください。
※いただいた個人情報は、当事業の運営にあたってのみ使用するものであり、ご本人の了承なしに第三者へ公開することはありません。

●申込方法
Eメールか下記QRコードからお申込みください。
＜Eメールの場合＞

Eメールの本文に下記①～④を記載し、件名を「フェアトレード講座2023申込み」
としてお申込みください。
①氏名（ふりがな）②所属（大学名やサークル等）③電話番号 ④Eメールアドレス

＜QRコードの場合＞
右記QRコードを読み込んでいただき、申込フォームからお申込みください。
申込フォームURL: https://forms.gle/JZGh2psm42oDZYo99

※お申込み後、3日以内（日・祝日を除く）に受け付けた旨のご連絡をいたします。
万一届かない場合は、下記問合せ先までご連絡ください。

●申込締切 令和5年6月23日（金）※必着
※参加の可否は令和5年6月30日（金）までにメールでご連絡します。
万一届かない場合は、下記問合せ先までご連絡ください。

●問合せ・申込先
公益財団法人愛知県国際交流協会 交流共生課
TEL：052-961-8746 メール：koryu@aia.pref.aichi.jp

カスカラティーの
試飲もできます！

2011年に、フェアトレードの啓発と推進活動を目的として発足した大学の公認クラブ。学内にフェアトレード
の考え方を広めることを目標に掲げ、学生ラウンジにフェアトレード普及のためのPRブースを大学事務局と共
同で設置。バレンタインデーに合わせてフェアトレードチョコレートを学内で販売したり、大学祭でフェアト
レードカフェを開くなど、様々なフェアトレードの啓発活動を行っている。

講師紹介

武田 淳 氏（静岡文化芸術大学 文化政策学部 国際文化学科 准教授）

りとるあーす（静岡文化芸術大学 フェアトレード学生団体）

上記大学にて、「持続可能な社会論」「フェアトレード論」「フィールドワークの手法」を教える。開発途上
国の貧困や環境問題を研究しており、学問としては、開発人類学（国際協力などを扱う文化人類学の一分野）
と環境社会学を専門としている。自身もコスタリカとパプアニューギニアの農村で生活しながら調査を行い、
現地の滞在期間は合計で４年近くになる。現地の生活者の視点から、「より良い国際協力とは何か」を根底に、
日々研究やプロジェクトに従事している。


